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【内容要旨】 

鏡視下肩腱板修復術では,ビーチチェア位への体位変換時に一過性に血圧が低下,脳虚

血に陥る危険がある.著者の先行研究で,術当日の飲水量が鏡視下肩腱板修復術中の循

環動態へ影響することが示された.本研究は,１)術前経口飲水量と体組成及び体位変換

前後の血圧変動の関連を明らかにする.2)術前経口飲水量が自律神経活動及び末梢灌流

量に影響を与えるかを明らかにすることを目的とした.術当日飲水 500 mL を基準に 2

群分けし検討した結果,体位変換後の平均動脈圧は 500mL 以上群に比べ,500mL 未満

群で有意に低値であった.2 群間で体組成成分に有意差はなく,飲水内容別での体位変換

後の平均動脈圧にも有意差はなかった.500mL 以上群に比べ 500mL未満群は交感神経

優位を示し, 灌流指標は有意に低かった.術前飲水量 500mL 未満群では麻酔導入前の

末梢灌流量が低下し,交感神経活動が優位な状態にあることが,ビーチチェア位変換後

の顕著な血圧変動に関与していることが明らかとなった. 






